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POST.ex導入健診施設の現状

関連団体 導入済 開発中 中断・廃止 総計

人間ドック健診協会 100 14 2 116

日本医師会 11 1 12

全衛連 28 4 32

結核予防会 15 3 18

日立健保 332 51 17 400

一般・その他 38 6 36 80

合計 524 79 55 658

POST.ex導入健診機関 https://www.kenshin-hyojun.jp/

２０２４年５月３１日時点

６０３
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2024年・夏 POST.exが変わります

これまでお手元のPCにダウンロード、インストールしてご利用いただいていたダウンロード型
POST.exが、HASTOSサーバーを介して提供されるオンライン型POST.exに切り替わります。
今後のPOST.ex保守はオンライン型POST.exのみが対象となります。

これまで ダウンロード型POST.ex これから オンライン型POST.ex

ダウンロードしたPOST.exとマップファ
イルをローカルPCにインストール

HASTOSサーバーには
サーバー型POST.ex、すべての施設
のマップファイルが登録されています

POST.exとマップファイルを
サーバーで集中管理

管理事務局

管理事務局

第４期対応済みのマップファイルを2024.6月以降、事務局にて順次、サーバーに登録いたします。

HASTOSサーバー

変換前CSV

変換後CSV
日医
サーバー

POST.exをダウンロード

自施設内で変換作業

500超の機関の
バージョンアップ・・・
保守がたいへん・・
施設側も設定が面倒・・
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HASTOS概要

医療情報システム安全管理ガイドライン第５．１版準拠
TLS1.2以上暗号化 HTTPS or IPsecVPN

加えて 多要素認証を採用

健診機関 健診実施主体
サ
｜
ビ
ス
利
用
規
約

保険者

事業主

自治体

サ
｜
ビ
ス
利
用
規
約

健診データ
取纏め機関

日本医学健康管理評価協議会の
構成団体により設置運営

（日本医師会契約のIDCセンター利用）

・健診標準フォーマット
（CSV、XML）

・基幹用個別CSV

POST.ex® POST .ex7®POST .ex2

  （to KMAT）（to HL7対応）（to 基幹システム）

健診標準フォーマット変換共同利用センター

納品先別に納品

変換前CSVファイル
or 紙のPDFファイル

協会けんぽ
・

東振協等
（検討中）

利用形態 １

・健診システムから印
刷結果内容をCSV
データで納品

利用形態 ２

・専用用紙に記載し、
PDF形式で納品

標準サービス
・自動配信機能
・変換エラー修正機能
・国内・国際標準化機能
・改ざん防止対策機能
・AI・OCR処理機能
・HASTOSplus機能

・・・・・
・データ蓄積は別サービス

2024年夏からHASTOS上で変換ツールを利用する形態に変更になります。
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HASTOS導入に関する健診実施主体側の動き

2024年・夏、健診代行機関、健診実施主体のHASTOS利用が開始します

• 大手健診代行機関、健康保険組合にHASTOSの利用を表明いただいています
• ７月頃利用開始、９月頃本格利用開始予定です
• また、来年度に向けてHASTOSを利用する健診代行機関、健診実施主体が検討を開始しています

なお、令和５年３月３１日付けで事業者
団体及び関係者団体の長宛に厚生労働省
労働基準局長・保険局長連名で発出された
通知文「「定期健康診断等及び特定健康
診査等の実施に係る事業者と保険者の連
携・協力事項 について」の一部改正につい
て」の中で、HASTOSに関連する事項が追加
になっており、HASTOSの利用に関する言及
がなされています。

次頁参照
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（参考）定期健康診断等及び特定健康診査等の実施に関する協力依頼について（令和5年3月31日改正）

また、健診実施機関間での健診結果データの標準化によ
り、事業者が異なる健診実施機関の健診結果を同一
フォーマットで把握することができる取組事例（※2）もあ
るため、健診実施機関におかれては、定期健康診断等の
結果を電子化する際の一つの方策として参考にされたい。
（※2）健診関係10団体による日本医学健康管理評
価協議会が運用を進める「健診結果データ標準化共同
センター」（HASTOS）を通じて、健診 実施機関におい
て標準的な表記を示した「健診標準フォーマット」への変換
を行い、健診実施主体に電子化された健診結果データを
納品する取組

拡大
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HASTOS導入の健診機関メリット①

• 健診標準フォーマットによるフォーマットの統一、共通化
• 健診実施主体別に個別CSVを作る必要がない

• 健診機関はオリジナル健診結果ファイル（CSVファイル）を
送るだけ

• 健診結果のXML化も自動生成可能

• サーバーシステムで変換エラー、誤送信防止をサポート
• 変換ツールの標準アップデートはサーバーで一元実施
• セキュリティ面でも安心（EXEファイル送信問題のクリア）

• 紙でしか結果票を送れない健診機関にも対応

業務の効率化
・高度化

統一メリット

システムメリット

サーバー化メリット

紙対応
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HASTOS導入の健診機関メリット②

• 作業が単純化されるので納品回数を増すことができ、結果的
に納入時期が短縮化される

• アップロードするだけで数分後には健診標準フォーマットに変換
完了

• 速やかに送信すれば納品完了→配送時間ゼロ

迅速化
＋
安全
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HASTOS導入の健診機関メリット③

• 2024年度内はHASTOS利用料は無償
• 2025年度以降は月額定額のクラウドサービス利用料で使い
放題を予定

• 配送不要→配送コストゼロ
• これまでかかっていた実施主体指定のフォーマットに出力するた
めの健診システム改修費用注）が不要

• サーバー型なので変換用のパソコンも不要

注）通常１フォーマット１〜２百万円程度の改修費用が発生することが一般的です

コスト削減
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（参考）健診実施主体・健診標準フォーマット利用メリット

先行して健診標準フォーマットを導入したA健保の例

健診実施主体側でも大きな効果が確認されています

1,500円以下

1,700円程度

1,000円以下

2,000円以下

４０

A
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HASTOSの健診機関における利用イメージ

POST.exオンライン

変換前オリジナルファイルの
アップロード
送信先は自施設

変換後ファイルの
ダウンロード

確認

変換後ファイルの
アップロード
送信先は健診実施機関

変換後ファイルの
ダウンロード

HASTOSサーバー

健診機関 健診実施主体

■標準的利用パターン（確認後に送信）

健診実施主体から別途送付方法の指定がある
場合は指定の方法で送付

オンライン型に移行後
（移行日は別途通知）は

ダウンロード型の
POST.exの保守はできま
せん。（健診機関側の個
別理由には対応します）

・オンライン版POST.ex
・全ての健診機関のマップファイル
が登録されています
・変換はサーバー内で行います。
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サービスの流れ

格

納

送
信
先
格
納

変

換

健
診
機
関

実
施
主
体

HASTOSサービス

（送信先に自施設を指定することも可能）

ログインログイン

アップロード

ダウンロード

CSVファイルなら

CSVファイル以外なら
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CSVファイルを作成できない場合のサービスの流れ

注）システム利用料以外にデータ電子化費用が別途かかります

健診結果票
（紙）

健診結果票
（CSVファイ

ル）

健診結果票
（PDF）

専用紙フォー
ムに転記
（紙）

電子化サービ
ス 注）
（AI-OCR、
パンチ）

アップロード

アップロード

スキャン転記

送

信

先

格

納

変

換

実

施

主

体

ダウン
ロード

HASTOSサービス

格

納

CSVファイルの場合

紙の場合
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HASTOS利用に関する費用について

2024年度
2025年度
未決定

2026年度以降
未決定 備考

1 システム利用料（月額） 無料
定額
予定

同左

2 マップファイル新規作成費用 50,000 100,000 同左
既に作成済みの施設は費用がかかりま
せん。指定事業者と業務委託契約

3
マップファイル修正費用
（健診機関都合で修正する場
合）

無料 50,000 同左 指定事業者と業務委託契約

健診機関オリジナル結果出力ファイルをCSVファイルで提供する場合

2024年度
2025年度
未決定

2026年度以降
未決定 備考

1 システム利用料（月額） 無料
定額
予定

同左
年間200件程度まで
システム利用料以外にデータ電子化費
用（パンチ代）が別途かかります

専用用紙に転記したをPDFファイルで提供する場合
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HASTOSサービス利用規約・利用申込書

健診機関は
「HASTOSサービス利用規約」に同意いただき、
利用申込書を事務局宛にお送りください

健診機関向け説明会は別途計画しています
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利用開始までの手順

HASTOSサービス
利用申込書の提出

変換テーブル（マップファイル）
作成済みかどうか？

利用開始のご案内

変換テーブル作成のための調
整依頼のご連絡

調査書類の提出

変換テーブル作成調整
（約１ヶ月）

利用開始のご案内

HASTOSサービス利用開始

YES NO

POST.ex開発のためのファイル送受信システ
ムのクライアント証明書、ID、パスワードはその
まま使えます

８月１日（予定）以降ご利用いただけます。
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２０２４年度実施体制

協議会

健診機関
健診機関
健診機関

健診実施主体

健診実施主体
代行機関

健診標準フォーマット事務局
（業務委託先：ビガージャパン）

HASTOS運営主体
日本医師会（日医総研）

ビガージャパン
技術支援

（マップファイル作成）
マップファイル作成費用が発生

技術支援
（POST.ex設定・保守）
設定・保守費用が発生

健診実施主体

SBIRからの補助

申込・サービス利用・
問い合わせ

利用料は無料

申込・サービス利用・
問い合わせ

利用料は無料

業務代行
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今後のスケジュール

大項目 小項目 ６月 ７月 ８月 ９月〜 備考

事業計画

HASTOS
（本体）

共通

健診機関

代行機関等
は9月以降、

本格的に利
用予定です。

実施主体

▲サービス開始準備完了

▲申込開始

テスト利用

▲申込開始

個別説明

ホームページ準備 ▲ホームページオープン

テスト利用

２０２４年８月以降、HASTOSサービスを順次、ご利用いただけます。

申込

利用

申込

利用

協議会向け説明会

健診機関向け説明会

実施主体向け説明会

サーバー移行作業

テスト利用を経て本格利用に切り替え

テスト利用を経て本格利用に切り替え

システム調整

テスト環境準備

個別説明

▲９月以降代行機関サービス開始予定

マップファイル移行準備

▲スタンバイ完了
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